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１. 令和３年４月～６月の主な活動の記録

■4月10日(土）定例活動

穏やかな晴天の下18名が集まりました。チェンソーや仮払機などの機
器や鎌その他装備品を準備の後、開始前のミーティングスタートです。こ
の時期でもあるので、お互いの距離を取りながら、全員マスクは必須。
奥理事長からの挨拶と周知から始まり、本日の作業予定について、メイ
ンの「モミジ谷の林内整備」（小野L）のほか「自然観察と清美活動」（鈴木
前理事長）、および「頂上展望台南斜面の笹薮伐採」（平武L）の3班に別
れ作業開始となりました。

昨年7月から緑の募金の公募事業としてスタートした、峠池／メダカ池分岐からつつじが丘休憩所分岐点間の「モミジ
谷の林内整備」も本日で最終日。仕上げとしての枯損木伐採とその集積・整理を終えた後、3月に植樹したモミジの植栽
地の植栽手直しなどを行って公募事業完了です。

みんなの森方面の自然観察と清美活動では、ヤマザクラ・ウワミズザクラなどの開花で春の訪れを確認しました。併せ
て周辺のごみ収集を行うも、よいハイカーばかりか収穫（？）はゼロ。よかったよかった

矢田山頂上展望台の奈良県による修理も完了し、以前植樹した桜などでいい雰囲気になっていました。
更に親しんでいただくため、南側斜面にはびこってきた笹に手を入れ豊かな植生を取り戻すための伐採を行いました
が、倒木や背が高く密な笹に大苦戦。
後日、続きを行うこととし、この日は終了としました。
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整備されたモミジ谷

修理完了の頂上展望台
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■4月２１日(水）自主活動

朝から少し暑さを感じる好天の下、６名が参集。
昨年から3年計画で取組中の「林野庁助成事業 矢田山三角点から頂上展望台
への沿線整備」の2年目が開始です。ミーティングで奥理事長から「昨年1年でか
なり進捗したため、今年はその補完及び手直しを中心に行う」旨の説明があり、
チェンソーや仮払機その他装備品を準備の後、三角点南側遊歩道付近に移動。

時間の経過とともに、熱中症になりそうな温度にまで上がるなか、枯損木の
伐木・笹などの下刈り・倒木を含めた樹木集積と整理により、見違えるような良い状態になりました。お疲れさまでした。

作業開始前 作業終了時
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■4月24日(土）定例活動
まずまずの天気の中、14名が参加。冒頭各種周知とともに、奥理事長より
「コロナ感染拡大に伴う緊急事態宣言発出」を受けて、奈良県は発出対象外
ではあるものの感染拡大は進んでいるため、当面5月の活動をすべて休止
する旨の説明がなされました。残念ながらやむを得ない措置として、参加者
から特に意見等出されませんでした。

この日は４班に分かれ作業を開始。
①頂上展望台周辺整備班： 前回苦戦した頂上展望台南側笹薮の整備では、
隠れた倒木に苦労したものの午前中で予定した部分の伐採が終わり、はび
こってきた笹薮に代わり豊かな植生が現れるよう参加者一同祈りました。
②薪小屋再建築班： 危険なナラ枯れの伐木を薪として集成した小屋が破損
し倒壊寸前のため、基礎+骨組みから再建することとし、本日からスタート。
順調に作業は進み以前のものより本格的な小屋が近日完成する見込です。
③自然観察ﾊﾟﾄﾛｰﾙ班： 平成の森～桜の広場〜自然観察路B間をﾊﾟﾄﾛｰﾙ。平
成の森では、ﾓﾐｼﾞ2本、ｻｸﾗ3本の枯死確認。メダカ池のメダカも元気で、多
くの野鳥も目にしましたが、折損した案内板やﾃｰﾌﾞﾙ破損も確認しました。
④椎茸銀行手直班： 椎茸榾木の手直しや補強を中心に整備し、午後には他
班の協力も得て、美観を損ねる林道わきに放置されて朽木整理も実施。

■５月２日自主活動、5月8日定例活動、5月19日自主活動、5月22日定例活動は新型コロナウィルス感染
拡大により中止

背の高い笹に手こずる

薪小屋の修繕

大量の朽木の除去・整備
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■6月6日(日）自主活動

梅雨の蒸し暑い一日、７名が参集。
林野庁助成事業 矢田山三角点から頂上展望台への沿線整備」の2年目の2回
目、チェンソーや仮払機その他装備品を準備の後、三角点付近に移動。

今日は三角点に至る階段道横の危険なナラ枯れ枯損木の伐木と周辺整備を中
心に行いました。
まずは伐採後放置された枯損木と桧の枝払い・玉切りを行い集積して危険除去。
次に昨年整備した階段そばで立枯れ、今にも折損・落下しそうなナラの木を順に
伐採。危険な状態のものも多いので慎重に作業を進め10本弱の伐木を完了。
最近増加傾向のハイカーの安全確保の一助となったと思います。

■6月12日(土）定例活動

珍しく天気に恵まれた一日、13名が参加して定例活動。
冒頭に奥理事長から諸々周知の後、クラブの大先輩である川本忠男
さんが5月下旬に逝去された旨のお話しがあり、参加者一同でしばし
かつてのお元気な姿を偲びました。
この日は、頂上展望台周辺の除草班とみんなの森遊歩道の土砂崩れ
復旧班の二手に分かれ、本日初体験参加の東さんも除草班に加わり、
皆元気に作業開始。
展望台周辺は背の高い雑草に覆われ、植樹したモミジやサクラの幹
も隠れるほど。植栽の周辺をツボ刈りした後、刈払機で丁寧に雑草を取り除き、見違えるほど整然とした景色になりました。

遊歩道の土砂崩れは粘土質の赤土が道の半分以上を覆い、力技で人力掘削と土砂の除去に励み、その後再発防止のた
めの土止め柵を有資格者の指示のもと班員心ひとつにして完成させ、無事復旧を完了させました。

危険なナラ枯れの伐木

頂上展望台の草刈り

赤土が遊歩道まで覆っている



■6月26日(土）定例活動
6月16日（水）の自主活動は雨で中止。この日の四半期最後の活動は、雨が心配さ
れるどんよりとした天気の中でも14名が元気に参加しました。
本日午前はは、みんなの森に入る誘導路手前の奈良街道横（国道308号沿線）の除
草班と、紙漉き・キハダ染め班の二手に分かれて作業開始
除草班は11名、刈払機7台の人海戦術で見る間に目的地周辺の除草を済ませ、国
道脇の除草を行いながら子供交流館に向かい予定より少し早く作業を切り上げる
ことができました。
料理体験館で紙漉きとキハダ染めを行っていた3名も見事な黄色に染めた手製
ハガキを午前中に完成させ、来月に予定する体験イベントの予行演習も完了。

少し雨がぱらつくも、大した降りでもないので、午後は、国道上の散乱したガラスを除去する班、コマ打ちした椎茸の榾
木組み班、広場横の立ち木に倒れ掛かっているナラの木除去班の3班に別れ、各々1時間程度で無事目標完了し、この日
の作業も終わりとなりました。

２. トピックス、情報共有など

当クラブ会員から矢田山でマダニに咬まれた事例が報告され、六甲山系などでもハイカーがマダニに咬まれて被害が
でていることも耳にします。今回はマダニに関して「国立感染症研究所」のHPから引用抜粋し情報共有します。

① ②
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奈良街道横を草刈り

※最近、千葉でもマダニによるSFTSの患
者が確認され、東日本にもSFTSが広がっ
ています。

国立感染症研究所HP https://www.niid.go.jp/niid/ja/sfts/2287-ent/3964-madanitaisaku.html

〈後記〉

岡本さんから今号以降の会報の編集を
引き継ぎ、ホームページともども試行錯
誤の連続で満足のいくものになっている
のか甚だ疑問で、岡本さんのご功績とご
苦労を強く感じる今日この頃です。
今後、記事・写真・情報・意見等を、お寄
せいただければ有難いです。（E）
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